
「だるまさんと同じように体を動かしてみようね。」

「体を動かすのはたのしいよね。最後はぺんぎんさんと一緒に体操をしましょう！」

絵本は「おたのしみ子育て絵本」セット番号１１に入っています。

「でんぐりがえりはできるかな？」

島根県立図書館

①『だるまさんが』
かがくいひろし/作
ブロンズ新社

だるまさんが「どてっ」と転んだり、
「びろーん」とのびたり。リズムに合わ
せて動きます。

④『ぺんぎんたいそう』
斎藤槇/作
福音館書店

「次はお父さんにも参加してもらいましょう。」

②『パパのぼり』
きくちちき/作
文溪堂

クマちゃんがお気に入りのおもちゃの
バスで遊んでいます。目の前には山の
ように大きいお父さんがいます。こえ
られるかな。

けんちゃんは動物たちと一緒に「でん
ぐりでんぐりころんころん」とでんぐ
りがえりをします。

③『でんぐり でんぐり』
くろいけん/作・絵
あかね書房

2匹のペンギンが元気に体操をします。
最後は「おしりをふって～またあし
た！」

たとえばこんなとき・・・

ちょこっとアドバイス

親 子 で え ほ ん を よ む 会

0歳～2歳

おやこでたのしむ♪

歩くことができるようになるとじっとしてお話が聞けな
くなることもありますね。また、長いお話が続くと集中が途切れてしまう事も。

そんな時には、体を動かして楽しめる絵本はいかがですか。
絵本は目と耳だけでなく、体全体で

楽しむこともできます。

じっとして聞かなきゃダメ？


